
全員必須研修 前年度より変更

他委員会・支援チーム会研修

能力
能力の構成
要素

講　師 受講対象者 研修回数 開催日 場所
研修の考え方、
変更の有無

専

門

的

・

倫

理

的

・

法

的

な

実

践

能

力

倫
理
的
実
践

1 教育委員会 全員必須 5回

①10/9
②10/23
③11/13
④12/4
⑤1/15

１～３
会議室

継続（変更なし）
研修時間
16：45～17：30

ニ
ー

ズ
を
と

ら
え
る
力

2
クリティカルケア

認定看護師
中村美華

ラダーレベルⅢ・Ⅳの
希望者

1回 9/4
１～３
会議室

継続（ラダー変更）

3 静脈注射
①がん薬物療法看護
認定看護師　冨田佳加

②薬剤師

静脈注射認定の必須研修
（新採用・転入職員含

む）
５年間のうち２回受講

前期・後期で各1回
（①②を必ず１回受講

する）

①未定
②未定

１～３
会議室

継続（変更なし）

4 輸血療法時の看護
日本輸血・細胞治療学会認定輸

血看護師

静脈注射認定の必須研修
（新採用・転入職員含

む）
５年間のうち２回受講

２回
(2回とも同じ内容のた
め１回受講すれば可）

7/30・10/1
１～３
会議室

輸血療法委員会

5
「癌薬物療法」とその看護
　　　　～基本編～

がん薬物療法看護
認定看護師
冨田佳加

静脈注射認定の必須研修
（新採用・転入職員含

む）
５年間のうち２回受講

1回
参加できない場合動画
研修・アンケート

6/25
１～３
会議室

継続（変更なし）

6
特定行為看護師

渡部恵美
ラダーレベルⅠ・Ⅱ

希望者
1回 8/21

１～３
会議室

継続（変更なし）

7
摂食・嚥下障害看護

認定看護師
鈴木明美

希望者 １回 11/17
１～３
会議室

継続（変更なし）

8
皮膚・排泄ケア
認定看護師
鈴木有美

希望者 １回 11/4
１～３
会議室

継続（変更なし）

9
糖尿病看護
認定看護師
猪俣利恵

希望者 1回 10/14
１～３
会議室

継続（変更なし）

10
外来主任看護技師

早川一昭
希望者 1回 12/9

１～３
会議室

継続（変更なし）

11 心不全療養指導士 全員必須
1回

参加できない場合動画
研修・アンケート

7/29
１～３
会議室

継続（変更なし）

12
高齢者ケア
支援チーム

全員必須・看護補助
者

１回
参加できない場合動画
研修・アンケート

10/2
１～３
会議室

高齢者ケア支援チーム
継続（変更なし）

13
特定看護師
長沼雪絵

希望者 １回 12/18
１～３
会議室

継続（変更なし）

14
記
録

記録 記録委員会 全員必須
2回

参加できない場合は動
画研修・アンケート

9/7・10/19
１～３
会議室

【必須】

15 継続看護Ⅰ ラダー0・Ⅰ
1回

参加できない場合は動
画研修・アンケート

6/16
１～３
会議室

16 継続看護Ⅱ ラダーⅡ
1回

参加できない場合は動
画研修・アンケート

7/23
１～３
会議室

17 継続看護Ⅲ ラダーⅢ
2回

参加できない場合は動
画研修・アンケート

10/7
11/6

１～３
会議室

18 継続看護Ⅳ ラダーⅣ・Ⅴ
１回

参加できない場合は動
画研修・アンケート

12/8
１～３
会議室

19
緩和ケア
認定看護師
中川みどり

希望者 1回 11/24
１～３
会議室

継続（変更なし）

20
がん性疼痛看護
認定看護師
平野千穂

希望者 １回 7/24
１～３
会議室

継続（変更なし）

令和8年度　現任教育研修　　　　　　　　　　　　
 
　１）看護部研修は、原則として16:45～17:15（30分間）とする。開始時刻までに入室を行うこと
　２）認定看護師、特定行為研修修了看護師　研修：希望者研修は、17:00～17:45とする
　３）公開講座：認定看護師が講師となる研修（がん性疼痛、がん薬物療法、緩和ケア、皮膚・排泄、糖尿病、摂食・嚥下障害）について行う
　４）原則1年に1回は希望者研修に参加を必須とする（生涯学習6～10・13、意思決定を支える力19・20より選択）
　５）全員必須研修で1回のみ開催の場合は、不参加者は動画視聴・アンケート提出とする
　６）希望者研修以外は、病棟勤務時間から除外する

研修名

【必須】看護倫理

臨
床
実
践
能
力

急変対応
～ICLSコースにのっとりシミュレー

ション～

ケ
ア
す
る
力

院
内
認
定
制
度

人工呼吸器の管理・看護
～NPPVとNHFの比較と役割分担～

　高齢者と摂食嚥下障害
～安全・安楽な食事姿勢について考え

てみよう～

終末期の看護
～事例を通して学ぶがん性疼痛看護～

　　創傷予防だヨ！全員集合！
～みんなで実践！スキン-テア、
MDRPU予防のスキンケア～

糖尿病とフットケア
～みる・きく・さわる

糖尿病患者の予防的フットケア～

リエゾン精神看護
～リエゾン精神看護専門看護師の役割

と活動の実際～

【必須】慢性心不全患者の看護
～悪化を予防し

その人らしい生活を支える～

【必須】認知症看護

CV・ＰＩＣＣの管理
～病棟での観察のポイント～

継
続
看
護

継続看護委員会

【必須】（変更なし）
継続委員会
ラダー別研修へ
2年に1回（R7.R8）

意

思

決

定

を

支
え

る

力

意思決定支援
～アドバンス・ケア・プランニング

の現状と看護師の役割～



協
働
す
る
力

21
2回目：医大看護学部

卒後３・4年目・副主任看
護技師・主任看護技師・
副看護師長・師長への今
年度昇格者と希望者合わ

せて３０名程度

1回
令和９年度３回目も

参加とする
10/27

１～３
会議室

17：00～18：30

安

全

な

環

境

の

整

備
22

災害支援ナース
濵　祐司

全員必須
１回

参加できない場合動画
研修・アンケート

9/29
１～３
会議室

継続（変更なし）

23 看護部長 ラダー0～Ⅱ
1回

参加できない場合動画
研修・アンケート

6/19
１～３
会議室

継続（前年度受講者を
除く）

24
看護管理Ⅰ（基礎）

(ラダーⅢのための研修)

1回目:看護部長
2回目:看護部副部長
3回目:看護部副部長

ラダーⅡ 3回内容別
+課題レポート

①5/8
②6/9
③7/9

１～３
会議室

継続（変更なし）

25 看護管理Ⅱ（実践）

1回目：看護部長
2回目：看護部副部長
3回目：看護部副部長
4回目：医療安全管理者

ラダーⅢ・Ⅳ
5年間に４研修を受講、

１年に1項目程度
（R4～R8）

①5/29
②7/17
③8/3
④9/11

１～３
会議室

継続（1回目に生涯学
習について講義に含め
る）

26 看護管理Ⅲ（管理） 看護部副部長
ラダーⅤ必須

ラダーⅢ・Ⅳ認定者の
希望者

２年間に１回受講 5/15
１～３
会議室

継続（変更なし）

27
教育委員会
副委員長

採用2年目看護職員
(採用時の経験年数

3年以下)
2回

①9/18（説明）
②12/2（発表）

４
会議室

継続（変更なし）

28
教育委員会

看護研究指導チーム
卒後3年目

6回シリーズ

※１回目のみ参加できない
場合動画研修・アンケート

①4/24
②6/3
③7/2
④8/7
⑤9/15
⑥12/21

４
会議室

継続
①テーマを絞る②文献
検索の2講義はいろは
研修と合同

29 看護研究チーム 希望者

4回シリーズ

※１回目のみ参加できない
場合動画研修・アンケート

①4/24
②6/3
③8/28
④10/6

４
会議室

ラダーⅢ以上は、規定
に沿って受講、研修に
取り組む

30 看護部副部長 全員必須
1回

参加できない場合動
画研修・アンケート

5/19 １～３
会議室

令和8年新規

31
　　1回目：看護部副部長
　　2回目：実習指導者

臨地実習委員
実習サポーター

2回
１回目5/12
２回目6/9

４
会議室

継続（講師を副部長と
実習指導者に変更）

協
働

す
る
力

32
看護補助者
支援委員会

全員必須
1回

参加できない場合動
画研修及び演習

11/30
１～３
会議室

33 看護師長 看護補助者 1回 4/24 講義室

34
医療安全管理者
感染対策室
一条　和枝

看護補助者 1回 5/26
１～３
会議室

35
外来主任看護技師

早川一昭
看護補助者 1回 6/30

１～３
会議室

36
認知症看護認定看護師

長谷川理絵
看護補助者 1回 8/7

１～３
会議室

倫

理

を

尊

重

で

き

る

力

37
看護補助者
支援委員会

看護補助者 1回 10/19
１～３
会議室

協

働

す

る

力

38
看護補助者
支援委員会

看護補助者 1回 12/24
１～３
会議室

令和8年度

NO 学習項目 対象 学習期限 備考

1 看護師の業務の関連法令 全看護職員 7月31日 令和8年度追加

2
実践する看護の説明と結果へ
の責任

全看護職員 7月31日 令和8年度追加

3 多職種・組織の理解と協働 全看護職員 7月31日 令和8年度追加

4
多職種協働におけるコミュニ
ケーション

全看護職員 7月31日 令和8年度追加

臨
床
実
践
能
力

アサーションスキル
～さわやかな自己表現～

（2回目）

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

【必須】災害時看護

組
織
の
一
員
と
し
て
の
役
割
発
揮

概念化能力の基礎知識

看
護
管
理

専
門
性
の
開
発
能
力

看
護
実
践
の
質
の
改
善

2年目看護観

3年目事例検討

看護研究のいろは

【必須】基礎教育の理解と
新人看護職員への支援について

実習指導者研修

【必須】チーム医療につなげる
協働した看護ケア

看
護
補
助
者
研
修

ケ
ア
す
る
力

看護補助者研修①
チーム医療につなげる協働した
看護ケア

看護補助者研修②
チーム医療につなげる協働した看護ケ
ア（医療安全・感染対策）

看護補助者研修③
アサーションスキル

看護補助者研修④
認知症・せん妄患者の対応

看護補助者研修⑤
看護倫理
●事前学習あり

看護補助者研修⑥
看護補助者のつどい

 

e－ラーニング研修
1）「～実践編～はじめに」
2）「～実践編～移動の援助に関する基礎知識と技術」
3）「～実践編～安全に関する基礎知識と技術」

ｅ－ラーニング研修

構成要素 コンテンツ名

法的実践 看護師の役割・業務の関連法令

研修に関する時間について：日勤者について16:45～17:00までは研修時間として入力してください。ロング日勤者は研修参加時間をすべて勤務時間から引いてください。

アカウンタビ
リティ 説明責任を果たすIC　説明方法とは

協働する力 多職種連携～より良いチーム医療を目指して～

協働する力 アサーティブコミュニケーション


